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                                Summary 

 Eggplants, cv. Hayabusa, Kokuyou and Beikokudaimaru, grown either on their own 

roots or on the rootstocks, cv. VF, Akanasu and Torubamu, were used to study the 

effects of rootstock on the yield of eggplant in relation to the number of thick roots, 

mineral flux and hormone levels in xylem sap. 

 1. All of three varieties grafted on VF showed the highest yield and the most 

vigorous growth, and more thick roots were found on those plants. Own-root plants 

produced lower yields with fewer thick roots than grants. There was a close positive 
correlation between the number of thick roots and yield. 

  2. Xylem exudation rate and mineral flux in xylem sap were the highest in the 

plants grafted on VF. The mineral flux, especially nitrogen, was closely correlated 
with yield. 

  3. Cytokinin, gibberellin-like substances and indole-acetic acid levels were the great-

est in the xylem sap of plants grafted on VF rootstock, which produced the highest 

yield. The difference in yield between rootstocks was significantly attributed to difference 
in cytokinin production, depending on the number of thick roots. 

 4. From these results, it may be concluded that the growth and yield of eggplant 

was affected by mineral absorption and hormones especially cytokinin production of 

rootstocks via many thick roots.

緒 言

著者 ら(7,8,10,11)は 今までナスの苗質 と定植後 の

生育 と収量 との関係を検 討 し,葉 面積多 く,茎 が短 く,

根量が多い,い わゆ るS/R値 の小 さい苗は定植後 回復

活着が よく,太 根 根数が多 く形成 され,収 量 が高 くなる

ことを認めた.S/R値 と収量 との間に,ま た,太 根根

数 と収量 との 間に 密接な 相関関係があるこ とを 報告 し

た.ま た,培 養液中の窒素,リ ン,カ リの濃度をそれぞ

れ変えて生育並びに盗泌液中の無機 成分及 びホルモ ンレ

ベ ルに及ぼす3要 素それぞれの影響 について検 討 し,い

ずれ も生育の良好 な株では盗泌液が多 く,そ れ にそ こに

含 まれ るサイ トカイ ニ ン,ジ ベ レ リンの含量 が高 く,ア

1988年1月11日 受 理

ブシジ ン酸含量が低い ことも報告 した(9).

ナスでは接 ぎ木栽培が行われ ているので,本 実験 では

接 ぎ木育苗 し,定 植後 の収量,太 根根数及 び温泌液中の

無機成分,ホ ルモ ンレベ ルに及ぼす 台木 の影響 について

調査 したので報告す る.

材 料 及 び 方 法

穂木 として,は やぶ さ,黒 陽 と米 国大丸ナスを供試

し,台 木 として,耐 病VF,ア カナス と トルバ ム ・ビガ

ーを供試 した.ト ルバ ムの休眠 を打破す るために,ジ ベ

レリン100ppmの 溶液で種子を24時 間浸 漬 し,よ く水

洗 してか ら,9月15日 に播 種 した.そ のほかのナスは

9月29日 に播種 した.活 着を まって,12cmポ リポ ッ

トに鉢上 げ した.11月10日 に3種 類の台木 と3種 類の
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穂 木 とを組み合わせ て,割 り接 ぎを行 い,育 苗 した.な

お,対 照 区 として3品 種の実生苗を供試 した.

11月24日 にハ ウス内の本圃 に定植 した.株 間は60cm

で,う ね幅は160emで あ った.1区2株4回 反復 とし

た.本 圃には アール当 り3要 素 各2kg,苦 土石灰15kg

を施 した.開 花 に伴 い,ト マ ト トー ン50倍 液で単 花処

理 し,出 荷時の大 きさに達 した ものか ら収穫 し,収 量を

調 査 した.ま た必要に応 じて追肥,消 毒 を行い,慣 行法

に従 って整枝,摘 葉を行 った.翌 年の3月26日 に調査

を打 ち切 り,既 報(7)と 同様 な方法で株の生育状 態 と太

根根数を調査 した.接 ぎ木の収量に及ぼす影響について

の調査 は3ケ 年 にわた って2回 行 ったが,同 じ傾向であ

ったので,こ こでは1986年 度の 結果 についてのみを報

告す る.ま た,実 験終了時,地 表か ら10cm上 の ところ

で茎を切断 し,ゴ ム管をはめて,木 部盗泌液 を48時 間

採集 した.採 集 した盗泌液はす ぐ 一20℃ で冷凍保存 し,

その後の分析 に供 した.

盗泌液 中の無機成分 の分析:硝 酸態窒素は フェノール

硫酸法で,ア ンモニア態窒素はイ ソ ドー ルフェノール法

で,リ ンは メタバ ナ トモ リブテ ン酸法で,そ の他の無機

成分は原子吸収分光光度計 で測定 した.

ホルモ ンの分析:既 報(9)と 同 じよ うに行われた.す

なわち,盗 泌液 をブタノールあるいは酢酸エチルで抽出

し,各 ホルモ ン分画 区を えてか ら,サ イ トカイ ニン,ア

ブシジン酸,イ ン ドール酢酸 につ いては高速液体 クロマ

トグラフィで,ジ ベ レリン様物質 につ いては レタス胚軸

生物検 定法で測定 した.

結 果 及 び 方 法

1.生 育 と 収 量 に 及 ぼ す 影 響

第1図 にみ られ るよ うに,各 品種 ともに収量 の高 い株

で地上 部,地 下部 ともに大 き く,収 量 の低 い株 では いず

れ も小 さい傾 向がみ られた.

1)は やぶさナス:VF台 において収量 が最 も高 く,

自根 において収 量が最 も低かった.ト ルバム台 よ りアカ

ナス台の収量 が高か ったが,生 育は トルバ ムの方 がアカ

ナス より旺盛 であった.

2)黒 陽 ナス:は やぶ さナス と同 じく,収 量が最 も高

か ったのがVF台 で,次 いで アカナス台 と トルバ ム台

Fig. 1. Effects of three kinds of rootstock on growth and yield.
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で,自 根 で最 も低か った.生 育はVF台 で一 番旺盛 で,

次 いで トルバ ム台,ア カナス台,自 根の順 に不良であ っ

た.

3)米 ナス:VF台 にお いて,収 量が最 も高 く,生 育

も一 番旺盛 であった.ト ルバ ム台は生 育 と収量 ともに著

しく少なかった.ア カナ ス台 と自根の収量はほ とん ど同

じであったが,生 育 は自根 において旺盛であった.

2.各 処 理 区 の 太 株 株 数 及 び 収 量 と の 関 係

株 元を中心 に半径20cm,深 さ30cmの 円筒土内の太

根根 数はVF台 で多 く,自 根 にお いて少 ない傾向がみ ら

れ た.た だ,米 ナスでは,ト ルバ ム台の太根根数は 自根

のそれ よ り少 なか った(第2図).ま た,太 根根数 と収量

との間に高 い相関関係がみ られた(第3図).つ ま り,VF

台の よ うな太根根数 の多 い株 では収量が高 く,自 根の よ

うな太根根数 が少 ない株では収量が少 なか った.

3.木 部 溢 泌 速 度 と 溢 泌 液 中 の 無 機 成 分 含 量

1)は や ぶさナス:第1表 にみ られ るよ うに,盗 泌速

度 はVF台 において最 も速 く,次 いで トルバム台,ア カ

ナス台,自 根 の順 に低下 した.ま た,株 当 り時 間当 りの

木部溢泌液 中の無機成分含量は カ リ,マ ンガ ン,亜 鉛を

Fig. 2. Effect of three kinds rootstock on number of thick roots over 1 mm in diameter.

Fig. 3. Correlation between number of thick roots 

     over 1 mm in diameter, and yield. 

  •, A, / : Hayabusa, Akanasu, Beikokudaimaru 
  as scions, respectively. ** : significant at 1 00 level.



348 加藤 徹 ・楼 恵寧

除 きVF台 において最 も高か った.カ リ含量 はアカナス

台 で一番高か った.ま た,カ ルシウム含量 はVF台 と ト

ルバ ム台において多 く,ア カナス台 と自根 において少 な

か った.ト ルバ ム台は鉄含量が少な く,マ ンガ ン,亜 鉛

の 含量が著 し く高か った.

2)黒 陽ナス:は やぶ さナス と同 じよ うに,VF台 に

お いて 盗泌速度 が 速 く,無 機成分含 量が多かった.ま

た,ア カナス台 ではカ リ含量が多 く,カ ル シウム,マ ン

ガ ンと亜鉛 の含量 が少 なか った.ト ルバ ム台はマ ンガ ン

と亜鉛 の含量 が多 く,・鉄 と銅 の含量が少 なか った.自 根

ではほ とん どの無機成分含量が少なか った.

3)米 ナス:前2品 種 と同様 にVF台 において温泌速

.度が速 く,盗 泌液 中 には 硝酸 態窒素,ア ンモ ニア態窒

・素
,リ ン,カ ルシウム,マ グネシウム,鉄,銅 の含 量が

多 かった.ア カナス台 でカ リ含量が多 く,カ ル シウム,

マ ンガ ン,亜 鉛 の含量が少 なか った.ト ルバ ム台では,

マ ンガ ン,亜 鉛の含量が特 に多 く,マ グネ シウム,鉄,

銅 の含量が著 し く少 なか った.

4.速 度 と 収 量 と の 関 係

第4図 にみ られ るよ うに木部盗泌速度 と収量 との間に

相関関係がみ られ,温 泌速度が多 いVF台 では収量が高

く,収 量 の低 い自根では盗泌速度 も少 なか った.

5.溢 泌 液 中 の 無 機 成 分 含 量 と 収 量 と の 関 係

溢泌液 中の無機i成分含量 と収量 との関係は第5図 に示

す とお りである.

Table 1. Effects 

 bleeding

of rootstocks on the 
xylem sap (mg/p/h).

xylem exudation rate and mm eral elements flux in

Fig. 4. Correlation between 

 and yield. Symbols as

xylem 

in Fig.

exudation 

3.

rate

Fig. 5.  Correlation between mineral 

in xylem sap and yield. 
Symbols as in Fig. 3. , ** : 

5 °o, 1 % level, respectively.

elements flux 

significant at
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ユ)全 窒素 は収量 と密接 に関係 し,窒 素含量が多いほ

ど,収 量 が増加 していた.

2)リ ンについて も窒素 と同 じよ うな傾 向がみ られ,

いずれの穂木において も,リ ン含量 が多 いほ ど,そ の株

の 収量が高か った.

3)カ リ含量 と収量 との間には密接 な相関関係がみ ら

.れなか った.

4)カ ル シウム含量 と収量 との関係 につ いてみ ると,

窒 素ほ どには密接な相 関関係がみ られ なか ったが,や は

り,カ ルシウム含量が多いほ ど,収 量 が 高 くなってい
'た

.

5)マ グネ シウム含量 と収 量 との間 に密接 な相関関係

がみ られた.

6)鉄 含量 と収量 との間には窒素,マ グネシウムほ ど

密 接ではなか ったが,鉄 含量が高 くな るにつれ て,収 量

が高 くなる傾向がみ られた.

6.各 処 理 区 の 溢 泌 液 中 の ホ ル モ ン 濃 度 と 含量

各処理区の溢泌液 中のホルモ ン濃度 と含量 は第2表 に

示す とお りであ る.

1)は やぶ さナス:木 部盗泌液 中のサイ トカイニ ン濃

度はVFに おいて一 番高 く,次 いでア カナス台,自 根,

トルバ ム台の順に低 くな っていた.し か し,盗 泌液 中の

サ イ トカイ ニン含量 はVF台 において 最 も 多 く,次 い

で,ア カナ ス台,ト ルバ ム台,自 根 の順に少なか った.

ジベ レリン様物質の濃 度 と含 量 ともにVF台 において最

も高 く,次 いで トルパム台,赤 ナス台,自 根の順 に低下

した.イ ン ドール酢酸含 量はVF台 において多 く,つ い

で,ア カナス台,ト ルバム台,自 根 の 順 に少 な くなっ

た.ア ブシジン酸含量 はVF台 において多 く,次 いで,

トルバ ム台,自 根,ア カナス台の順に少なか った.

2)黒 陽ナス:盗 泌液 中の サイ トカイ ニソ濃 度はVF

台において多 く,次 いで,自 根,ア カナス台,ト ノレバ ム

台の順に少な く,サ イ トカイニ ン含量 はVF台,ア カナ

ス台,ト ルバム台,自 根 の順に少なか った.ジ ベ レリン

様物質の濃度 と含量 は ともにVF台 で多 く,ア カナ ス台

と自根において少なか った.イ ン ドール酢酸の濃度 と含

量はVF台 とアカナス台において多 く,自 根にお いて少

なか った.ア ブシジン酸濃度は 自根において最 も高か っ

たが,そ の含 量はVF台 と トルバ ム台 において 量 も 多

く,ア カナス台において最 も低か った.

3)米 ナス:盗 泌液中のサイ トカイ ニ ン濃度 と含量 が

ともにVF台 において最 も多 く,ト ルパ ム台では一番 少

なか った.ジ ベ レリン様物 質の濃度 と含量は ともにVF

台 に お いて 最 も 多か った.イ ン ドー ル酢酸含量 はVF

台,ア カナス台,ト ルバム台,自 根の順に低下 した.ア

ブシジン酸濃度は トルバ ム台において最 も高か ったが,

そ の含量はVF台 において最 も多 く,自 根 とアカナス台

において最 も少 なか った.

7.溢 泌 液 中 の ホ ル モ ン レ ベ ル と 収 量 と の関係

第6図 にみ られ るよ うに,木 部盗泌液 中のサ イ トカイ

ニ ン含量 は収量 と密接 に関係 し,サ イ トカイニ ン含 量が

多 いほ ど,収 量が高 くなる傾 向が み られ た.ジ ベ レ リン

様物質及 びイ ン ドール酢酸 の含量 と収量 との間 に も相関

関係がみ られ たが,サ イ トカイニ ンほ どではなか った.

VF台 のよ うな収量が高い株では 盗泌液 中のジベ レリソ

様物質及 びイ ソ ドール酢酸 の含量 が多か った.盗 泌液中

のアブシジ ン酸含量 と収量 との問 には相 関関係がみ られ

なか った.

Table 2. Effects of rootstocks on the hormone concentrations and flux in bleeding xylem sap.



350 加 藤 徹 ・楼 恵寧

考 察

1.台 木 の 太 根 根 数 の 形 成 能 力 と 収 量 と の 関係

VFを 台木 とした場合,生 育が旺盛で,収 量 も高かっ

た結 果は ほぼ著者 らが 報告 した結果(12)と 一致 してい

た.(

各処理 区の太根根数 と収量 との関係をみ ると,太 根根

数 が多いほ ど,そ の株 の収量が高 く,太 根根数が少ない

処理 区では収量が低か った.こ れ は著者 ら(7,8,10,11)

が今まで報告 した こ とと一致 し,高 収量を上 げ るための

太根 の大切 さが認 め られた.収 量 は太根 によって招来 さ

れ るもので,太 根を多 く形成 させ るこ とが収量を上げ る

基礎 であるよ うに思われた.

2.木 部 溢 泌 液 の 溢 泌 速 度 及 び 無 機 成 分 含 量と

生 産 性 と の 関 係

木 部濫泌速度 と収量 との間に相 関関係 が認め られ(第

4図),盗 泌液量 が 収 量に 強 く影響 を与 えていることが

明 らかに認め られた.

盗泌液中の無機成分含量 をみ ると,VF台 においてほ

とん どの無機 成分含 量が高 く,自 根 において無機成分 含

量が少なか った ことか ら,接ぎ木 によって,養水分の吸収

が増加 した と考 え られ る.MasudaとGomi(14)も 自根

キ ュウ リに比べ て,接 ぎ木 キュウ リにおいて盗泌液 の盗

泌速度 が速 く,盗 泌液 中の無機i成分濃度が高い ことか ら,

接 ぎ木 キュウ リの吸収能力が 自根キ ュウ リより優れ る と

報告 して いる.ま た,台 木に よって無機成分 の吸収の差

も認め られ,VF台 はほ とんど無機成 分を よ く吸収す る.

アカナス台はカ リの吸収能力が高 く,カ ルシウム,マ ソ

ガ ンと亜鉛 の吸収能 力が弱 い傾 向がみ られた.逆 に トル

バム台はマ ンガ ンと亜鉛の吸収能 力が高 く,盗 泌液 中の

マ ンガ ン,亜 鉛 の含量 が高か ったが,鉄,銅 の含 量は少

な く,そ れ らの吸収能 力が弱 いよ うであ る.

盗泌液 中の無 機成分含量 と収量 との関係をみ ると,カ

リを除 き,盗 泌 液中の窒素,リ ン,カ ルシウム,マ グネ

シウム,鉄 特 に窒素含量は収量 と密接 に関係 し,そ れ ら

の含量が多いほ ど,収 量が高 くなる傾 向がみ られた(第

5図).

3.溢 泌 液 中 の ホ ル モ ン レ ベ ル と 生 産 性 と の関

係

木部 盗泌液 中のサイ トカイニ ン,ジ ベ レリン様物 質及

びイ ン ドール酢酸 の含量 はVF台 において多 く,自 根 に

おいて低かった.た だ,米 ナスでは,VF台 において,

木 部盗泌液 中のサイ トカイニ ソ,ジ ベ レリン様 物質の含

量が最 も多 く,次 いでアカナス台,自 根,ト ルバ ム台の

順に 低 下 していた.イ ン ドール酢酸含量はVF台 で 多

く,自 根で少なかった(第2表).サ イ トカイ ニ ンは根の

先端 で作 られ(2,19)木 部を経て,地 上部 に送 られ(13,

16,17),地 上部 の 生育を 制御 してい ると報告 されてい

る.ま た,ジ ベ レリンも根で合成 され ると報告 されてい

る(5,6).VF台 では根が多いため,ホ ルモ ンの生産場所

が多 くな り,木 部盗泌液 中のサイ トカイ ニソ,ジ ベ レリ

ンな どのホルモ ンが増加 した と考え られ る.盗 泌液中の

サイ トカイ ニソ,ジ ベ レリソの含量が根量 によって影響

され ることはす でに既報(9)に おいて も報告 し,本 実験

の結 果 と一致 している.

木 部盗泌液 中のホルモ ンレベルと収量 との関係をみ る

と,第6図 にみ られ るよ うに,盗 泌液中のサイ トカイ ニ

ン含 量 と収量 との間に密接 な相関関係があ ることが認め

られた.木 部盗泌液 中のサイ トカイ ニンが多いほ ど,収

量 が高い ことはすで にブ ドウ(20),オ ウ トウ(21)に おい

て報告 され ている.地 上部 の生育,収 量が地下部か ら送

られて きたサイ トカイニ ンの量に よって強 く左右 され て

い ることが認め られ る.

花成,結 実肥 大にはサ イ トカイニ ンだけでな く,オ ー

キ シン,ジ ベ レリンも参加 してい る(1,3,4,15,18).本

実験では収量 の高 いVF台 では木部盗泌液中のジベ レリ

ン,オ ーキシ ンの含量が多 く,収 量の低い 自根 ではそれ

らの含量 が少 なか った(第2表).ま た,ジ ベ レリン,そ

して オーキ シ ン と収量 との 問に も相 関関係がみ られた

(第6図).盗 泌液中の ジベ レリンと収量 あ るいはオーキ

シ ンと収量 との関係についての報告 はな く,本 実験 の結

果をみ るか ぎ り,収 量 は盗泌液 中のジベ レリン,オ ーキ

Fig. 6. Correlation between hormones flux in xylem 

 sap and yield. Symbols as in Fig. 3 and 5.
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シ ンの レベ ルに も影響 されてい るが,サ イ トカイニ ンほ

ど強 くはない よ うに思われ る.

以上 の結果か ら,台 木 は養水分 の吸収だ けで な く,ホ

ルモ ンの生産 な どを通 じて穂木 の生産力に強 く影響 を与

.えている.VF台 は発根力が強 く,多 くの太根を形成 し,

無機成分 を よく吸収す る とともに,多 くのホルモ ソ特に

サ イ トカイニ ンの生産に よって,高 い収量 を与 えている

と思われ る.

摘 要

はやぶ さ,黒 陽 と米 国大:丸ナスの3品 種を穂木 とし,

耐 病VF,ア カナス と トルバ ムの3品 種を台木 として組

合 せ,接 ぎ木 を行 い,台 木の発根力,盗 泌液中の無機成

分 含量及 び ホルモ ンレベ ル と 生産力 との 関係を検 討 し
顧た

.

1・ はやぶ さ と黒陽ナスでは,VF台 において収 量が

二最 も高 く,次 いで アカナス台,ト ルバム台,自 根 の順に

少 な くなっていた.米 ナスでは,VF台 で収量 が一番高

く,次 いで 自根 とア カナス台で,ト ルバ ム台 にお いて最

も低か った.生 育 もほぼ収量 と同 じよ うな傾 向がみ られ

允.ま た,VFで は太根根数が多 く,自 根ではそれが少

:なか った.太 根根数 と収量 との間には高い相関関係がみ

ちれ た.

2.VF台 にお いて木部盗泌速度が速 く,盗 泌液中の

無 機成分含量 も高か った.逆 に 自根 では木 部盗泌液 の量

が 少 な く,そ の中の無機成分含量 も少なか った.ま た,

台 木に よって 無機成分の 吸収 の 差 がある ことも認 め ら

.れ,ア カナス台はカ リの吸収能 力が高 く,カ ルシウム,

マ ンガ ン,亜 鉛 の吸収能 力が弱か った.逆 に トルバ ム台

・はマ ンガ ン,亜 鉛 の吸収能力が強か った.木 部濫泌速度

と収量 との間 に相関関係が認め られた.ま た,盗 泌液 中

の 無機成分特 に窒素含量は収量 と密接に関係 してい るこ

.とも認め られた.

3.VF台 において木部盗泌液中の サ イ トカイニ ン,

ジベ レリン,イ ンドール酢酸の含量が多 く,自 根 におい

て それ らの含量 が少 なか った.温 泌液 中のホルモ ン特 に

サ イ トカイ ニンの含量 は多 いほ ど,収 量が高 くなる傾向

が み られた.ま た,盗 泌液 中のアブシジ ン酸含量 と収量

と の間 に相関関係はみ られ なか った.

4.以 上の結果か ら,台 木の生産性は太根の形成 力,

養水分の吸収力,ホ ルモ ン特にサイ トカイ ニンの生産 力

に よって影響 され,VF台 は太 根が多 く,多 くの無機成

分 を よく吸 収 し,サ イ トカイニ ンを多 く生産す るこ とに

よって,収 量 を高 めてい ると考 え られ る.
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